
１２－１月の予定
　月

　

　◇ 日（火）栃木産業人クラ
ブ「日本機械学会栃木ブロック
との交流会」（宇都宮市、ホテ
ル東日本宇都宮）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラ
ブ「分科会」（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞社さいたま総
局会議室）
　◇ 日（水）名古屋産業人ク
ラブ「第 回永井嘉吉記念賞選
考委員会」（名古屋市中村区、
名鉄グランドホテル）
　◇ 日（木）名古屋産業人ク
ラブ・女性部会「学習会＆年末
懇談会」（名古屋市中区、名古
屋東急ホテル）
　◇ 日（金）新潟産業人クラ
ブ「 月の社長会・忘年会　
『健康、即　経営法～日本伝承
医術にみる気脈経営』　講師：
日本伝承医学協会理事・島田修
氏、『リスクマネジメントと運
命学』・『 年の運勢』　講
師：五行学研究所主宰・中島学
氏」ゲスト講演会（新潟県五泉
市、咲花温泉　望川閣）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラ
ブ・埼玉ビジネス研究会「第
回ビジ研親睦ゴルフ大会」（埼
玉県上尾市 大宮ゴルフコース
　◇ 日（土）埼玉産業人クラ
ブ・埼玉ビジネス研究会「 望
年会」（さいたま市大宮区、蕎
麦茶屋　桜）
　◇ 日（月）茨城産業人クラ
ブ「忘年会」 水戸市、山口楼
　◇ 日（水）埼玉産業人クラ
ブ・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会
「第 回研究室訪問シリーズ　
細田彰一研究室から学ぼう」 埼
玉県宮代町、日本工業大学
　

年１月
　

　◇ 日（水）埼玉産業人クラ
ブ・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会
「 年新春賀詞交歓会」（さ
いたま市浦和区、浦和ロイヤル
パインズ）
　◇ 日（水）日本産業人クラ
ブ連合会、東京産業人クラブ、
日刊工業新聞社共催「新年賀詞
交歓会」（東京都千代田区、ホ
テルグランドパレス）
　◇ 日（水）神奈川産業人ク
ラブ「合同新年祈梼会」（神奈
川県鎌倉市、鶴岡八幡宮）
　◇ 日（木）新潟産業人クラ
ブ「新年会・新春落語会」落
語：三流亭楽々〈社会人落語日
本一決定戦最優秀名人〉（新潟
市中央区 新潟グランドホテル
　◇ 日（火）東京産業人クラ
ブ・東京産学交流会（サザンク
ロス）賀詞交歓会と新春講演会
「宇宙エレベーターの建設構
想」講師：大林組・石川洋二主
席技師（東京都大田区、三井ガ
ーデンホテル蒲田）
　◇ 日（火）大阪産業人クラ
ブ「新春互礼会」（大阪市北
区、ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル大阪）
　◇ 日（水）いわき産業人ク
ラブ「 年新春講演会・合同
新年会」（福島県いわき市、パ
レスいわや）
　◇ 日（金）中国四国産業人
クラブ「春の交流会・ＣＶＧ中
国祝賀会」（広島市中区・リー
ガロイヤルホテル広島）
　◇ 日（水）神奈川産業人ク
ラブ「賀詞交歓会・講演会」
（横浜市西区、横浜ベイシェラ
トンホテル＆タワーズ）
　◇ 日（木）名古屋産業人ク
ラブ「新年賀詞交歓会＆新春経
済講演会」（名古屋市中村区、
名古屋マリオットアソシアホテ
ル）
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北
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東
綜
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、
青
木
勲
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長
、
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０
３
０
０

は

綜
合
警
備
保
障

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ

の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
、
栃
木
県
全
域
と
群
馬
、
茨

城
県
の
一
部
で
施
設
警
備
な
ど

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
手
が
け
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
や
災
害
と
い
っ
た
課
題
に
直

面
す
る
な
か
で
、
地
域
貢
献
や

女
性
の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え

を
青
木
社
長
に
聞
い
た
。

栃
木
・
江
上
佑
美
子

◇

　
―
東
日
本
大
震
災
直
後
に
本

社
ビ
ル
「
あ
ん
し
ん
か
ん
」
に

住
民
や
避
難
者
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　
「
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
災
害
対
策
型
の
ビ
ル

の
建
設
を
検
討
し
、
２
０
０
４

年
に
震
度
７
に
も
耐
え
ら
れ
る

構
造
の
本
社
社
屋
を
新
設
し

た
。
緊
急
事
態
が
起
き
た
際
に

行
政
は
す
ぐ
に
対
応
で
き
な

い
。
東
日
本
大
震
災
後
は
す
み

や
か
に
避
難
場
所
と
し
て
手
を

挙
げ
、
２
カ
月
間
で
延
べ
１
３

０
０
人
が
あ
ん
し
ん
か
ん
を
利

用
し
た
。
ビ
ル
内
に
自
家
発
電

装
置
や
非
常
時
も
使
え
る
水
洗

ト
イ
レ
な
ど
を
設
け
る
と
い
っ

た
事
前
の
準
備
が
生
き
た
。
屋

上
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
、
１
階

に
は
診
療
所
も
あ
る
。
何
か
が

起
き
た
際
に
、

想
定
外
の
出

来
事
だ
っ
た

と
い
う
の
は
言

い
訳
に
す
ぎ
な
い
。
地
域
の
避

難
場
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
あ
ん
し
ん
か
ん
の
認

知
度
は
高
ま
っ
て
い
る
」

　
―

年
に
は
栃
木
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ

栃
木
Ｓ
Ｃ

の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
サ
ポ

ー
タ
ー
を
応
援
す
る
活
動
も
し

て
い
る
。

の
大
き
な
旗
を

作
り
、
提
供
し
た
の
は
そ
の
一

環
だ
。
本
業
が
赤
字
で
は
社
会

貢
献
活
動
は
で
き
な
い
。
地
域

に
寄
与
す
る
た
め
に
も
、
企
業

は
利
益
を
出
せ
る
体
質
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

　
―
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
な
ど
で
活

躍
す
る
女
性
社
員
が
増
え
て
い

ま
す
ね
。

　
「
事
務
だ
け
で
な
く
現
場
で

働
き
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る

女
性
が
増
え
て
い
る
。
仕
事
も

育
児
も
き
ち
ん
と
こ
な
せ
る
よ

う
応
援
し
て
い
る
。
女
性
の
管

理
職
も
今
後
は
誕
生
さ
せ
て
い

き
た
い
」

　
―
今
後
、
警
備
会
社
に
は
ど

の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
「
鍵
な
ど
を
預
か
る
警
備
会

社
の
財
産
は

信
頼

だ
。
わ

れ
わ
れ
の
仕
事
は
泥
棒
の
侵
入

を
防
ぐ
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
構
築
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
信
頼
を
生
か

し
、
高
齢
者
向
け
の
新
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
る
予
定
だ
。
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

る
の
は
楽
し
い
。
脳
を
使
っ
て

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
」

精密レーザー不動の地位片岡製作所・片岡宏二社長　�

９
月
９
日
に
京
都
で
開
か
れ
た
褒
章
祝

賀
会

片
岡
社
長

と
妻
の
巴
さ
ん

　
９
月
９
日
、
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で

２
０
１
２
年
春
に
藍
綬
褒
章
を
受
章
し

た
片
岡
製
作
所
の
片
岡
宏
二

社
長
を
祝
う
盛
大
な
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
片
岡
社

長
が
地
元
で
営
々
と
築
き
上

げ
て
き
た
人
脈
を
映
し
出

し
、
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る

政
財
界
関
係
者
ら
が
こ
ぞ
っ

て
出
席
。
「
厳
し
い
が
、
優

し
い
人
」

前
原
誠
司
国
家

戦
略
・
経
済
財
政
担
当
相
、

「
我
々
の
誇
り
」

山
田
啓

二
京
都
府
知
事

、
「
気
の

置
け
な
い
仲
間
」

立
石
義

雄
京
都
商
工
会
議
所
会
頭

と
、
惜
し
み
な
い
賛
辞
を
贈

っ
た
。

　
「
当
社
の
よ
う
な
小
さ
な

会
社
に
光
を
当
て

世
界
に

誇
れ
る
京
都
の
企
業

と
、

認
め
て
い
た
だ
い
た
」
。
片

岡
社
長
は
受
章
の
理
由
を
心

か
ら
喜
ぶ
。
今
で
こ
そ
「
超

精
密
レ
ー
ザ
ー
の
片
岡
」
と
い
う
不
動

の
地
位
を
確
立
し
た
が
、
起
業
し
た
１

９
６
８
年
か
ら

年
代
前
半
ま
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に
試
行
錯
誤
で
挑
戦

す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

年
に
は
半
導
体
の
駆
動
に
使
う
直

流
安
定
化
電
源
装
置
を
、

年
代
初
め

に
は
自
社
製
マ
イ
コ
ン
と
ソ
フ
ト
で
加

工
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
。
一
時
は
液
晶
ガ

ラ
ス
基
板
搬
送
装
置
や
、
光
多
重
通
信

装
置
も
手
が
け
た
。
小
さ
な
市
場
で
も

技
術
で
は
常
に
先
行
す
る
「
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
企
業
」

片
岡
社
長

を
目
指
し
て
き
た
。
事
業
の

礎
と
な
る
レ
ー
ザ
ー
加
工
装

置
に
進
出
し
た
の
も
、
需
要

が
生
ま
れ
た
初
期
の

年
。

幅
広
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
レ
ー
ザ
ー
発
振
器

か
ら
の
一
貫
し
た
開
発
体
制

を
迅
速
に
整
え
た
。

年
に

は
業
界
初
の
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ

オ
ー
ド
励
起
技
術
に
よ
る
高

出
力
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
も
完

成
し
た
。

　
同
社
の
顧
客
に
は
微
細
な

精
密
加
工
が
競
争
力
の
カ
ギ

を
握
る
大
手
メ
ー
カ
ー
が
多

い
。
顧
客
の
最
先
端
の
モ
ノ

づ
く
り
に
と
っ
て
同
社
は
欠

か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

片
岡
社
長
は
「
レ
ー
ザ
ー
加

工
装
置
の
受
注
は
、
顧
客
の

要
望
を
踏
ま
え
た
テ
ス
ト
加

工
か
ら
始
ま
る
。
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反

映
し
た
技
術
開
発
で
創
業
以
来
付
き
合

っ
て
い
る
顧
客
も
あ
る
」
と

説
明
す
る
。

　
「
夜
に
仲
間
と
遅
く
ま
で

飲
ん
だ
後
で
も
、
必
ず
会
社

に
戻
っ
て
仕
事
を
す
る
。
片

岡
さ
ん
は
パ
ッ
シ
ョ
ン

情

熱

の
固
ま
り
だ
」
。
ニ
チ

コ
ン
の
武
田
一
平
会
長
は
、

片
岡
社
長
の

モ
ー
レ
ツ
経

営
者

ぶ
り
を
明
か
す
。
自

ら
一
番
働
き
、
厳
し
く
も
社

員
思
い
の
人
柄
で
会
社
を
強

力
に
引
っ
張
っ
て
き
た
。
京

都
を
代
表
す
る
中
堅
企
業
と

し
て
の
誇
り
、
も
あ
る
。

３
回
連
載

　

京
都
市
南
区
久
世
築
山

町
１
４
０

無
機
系
水
質
浄
化
剤
が
好
調
四
国
ア
ク
ト

　アクト（徳島県吉野川市、尾北俊博
社長、 ）の無機系水質浄
化剤「水夢（ＳＵＩＭＵ） 写真」の
受注が好調だ。 年度は 万円を
売り上げ、 年度は１億 万円の見
通し。
　 年に「土壌汚染対策法」が公布さ
れたのを受け、環境に関連したビジネ
スが発展すると考え、公共下水の設計
を中心にした補償コンサルタントから
環境ビジネスに参入、商品開発を始め
た。
　水夢はゼオライトを主成分にした水
処理剤で、汚水、泥水、産業排水を無
害化する無機系中性系の凝結剤。排水
の中に存在する化学物質や有機物を除
去する。
　水性塗料、水溶性切削油などを使用
する工場では廃液をそのまま産業廃棄
物業者に委託するのが一般的。大規模
な処理施設のない中小企業にとって廃
液全てを廃棄処分することは費用負担

が大きく、削減が課題となっていた。
　タンクに廃液と水夢を混ぜて廃材と
水に分離、水は濾過器を通して排水、
分離された固形物のみ処理するため大
幅に処理コストが低減される。
　 年には「四国産業技術大賞」の技
術功績賞最優秀賞を受賞するなど外部
の評価も高まってきた。尾北社長の
「社会に絶対に役に立つ」を信念に新
製品開発に対する挑戦は続く。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
力
東
京
ハ
タ
ノ
シ
ス
テ
ム

ヤンマーのバイオマス発電設備

　ハタノシステム（東京都目黒区、
波多野容子社長、 ）は
自家発電設備の施工が主力。 年
に新事業として、ヤンマー製の木質
バイオマスガス化コジェネレーショ
ン（熱電併給）システムの取り扱い
を始めた。最初の施工案件として生
長の家（東京都渋谷区）の山梨県内
の施設に納入が決まり、 年春に稼
働する予定。ヤンマー特約店で同シ
ステムを設計施工する初の事例だ。
　チップ化した間伐材などを使い電
力と熱を生み出すシステム。ヤンマ
ーが 年に発売し、これまで地方自
治体などに４件を販売・施工。東日
本大震災以降は脱原子力エネルギー
の流れもあり、 年度は約３件の納
入が決まるなど販売数が増えてい
る。従来はヤンマーが施工していた
が、受注増に対応するため特約店に
よる施工に力を入れることにし、自
家発電設備の施工実績や技術力を勘

案しハタノを選んだ。
　政府はバイオマス事業化戦略を決
定し、現時点で約 ％のバイオマ
ス発電の割合を 年までに５％へと
引き上げる方針。市場拡大が期待さ
れる中、ハタノは今回の実績を武器
に独自営業に力を入れる。「専任の
営業、エンジニアリング、保守担当
者を置き、バイオマスシステム市場
を拡大する」（波多野裕一専務）考
え。市場調査を重ねてきた森林組合
連合会など全国の林業関係者に提案
する計画だ。

新
入
会
員

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 １２月７日 金曜日 　　

学
生
ら
が
熱
心
に

企
業
ブ
ー
ス
訪
問

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は

月

日
、
埼
玉

県
鳩
山
町
の
東
京
電
機
大
学

理
工
学
部
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
生

た
ち
に
よ
る
企

業
研
究
会

ア

ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

を
開
い
た
。
会

員
９
社
が
参

加
。
就
職
面
接

解
禁
を
直
前
に

控
え
た
３
年
生

ら
数
多
く
の
学

生
ら
が
企
業
ブ

ー
ス
を
訪
れ
、

熱
心
に
企
業
研

究
を
行
っ
た

写
真

。

　
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ

た
企
業
ブ
ー
ス
に
は
、
開
会

直
後
か
ら
数
多
く
の
学
生
が

企
業
研
究
に
訪
れ
た
。
企
業

担
当
者
と
熱
心
に
会
話
す
る

学
生
た
ち
の
後
ろ
で
、
順
番

待
ち
を
す
る
学
生
の
姿
も
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。
企
業
側

ス
タ
ッ
フ
は
「
大
変
良
く
勉

強
し
て
い
る
学
生
が
い
る
。

厳
し
い
就
職
環
境
を
反
映
し

て
か
、
企
業
と
向
き
合
う
姿

勢
に
真
剣
さ
を
感
じ
る
」
な

ど
と
学
生
の
印
象
を
語
っ

た
。

　
終
了
予
定
時
刻
が
過
ぎ
て

も
企
業
ブ
ー
ス
は
熱
心
に
企

業
研
究
を
行
う
学
生
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。

九
州
の
先
端
研
究

開
発
状
況
を
解
説

九
州
・
山
口

産
業
人
ク
ラ
ブ

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は
４
日
、
福
岡

市
博
多
区
の
博
多
エ
ク
セ
ル

ホ
テ
ル
東
急
で
２
０
１
２
年

度
「
講
演
と
忘
年
の
会
」
を

開
い
た
。
広
実
郁
郎
九
州
経

済
産
業
局
長
が
「
最
近
の
経

済
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た

写
真

。
九

州
の
経
済
概
況
に
加
え
て
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス

Ｅ
Ｌ

、
水
素
な
ど
九

州
が
先
端
を
走
る
研
究
開
発

の
状
況
を
解
説
。
「
い
ろ
い

ろ
な
新
し
い
芽
は
あ
り
、
伸

ば
し
て
い
く
た
め
に
経
済
産

業
省
が
支
援
す
る
。
同
時
に

オ
ー
ル
九
州
で
取
り
組
め
ば

加
速
す
る
た
め
、
企
業
に
も

応
援
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

力
を
込
め
た
。

　
講
演
会
後
に
は
約

人
が

参
加
し
、
広
実
局
長
を
交
え

た
忘
年
の
会
へ
と
移
っ
た
。

花
田
会
長
が
「
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
、
総
選
挙
を
控
え

て
い
る
が
、
し
っ
か
り
し
た

産
業
政
策
の
行
く
末
を
考
え

て
く
れ
る
政
治
に
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
山

口
修
司
副
会
長
・
北
九
州
支

部
長

Ｃ
＆
Ｇ
シ
ス
テ
ム
ズ

会
長

が
「
今
年
は
仕
事
の

や
り
が
い
が
あ
っ
た
。
来
年

は
今
年
以
上
に
会
員
企
業
に

発
展
し
て
ほ
し
い
」
と

年

最
後
の
催
し
を
締
め
く
く
っ

た
。

寺
島
日
総
研
理
事
長

日
本
の
進
路
で
講
演

東
京
・
女
性
部
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
女

性
部
会

佐
川
八
重
子
会
長

桜
ゴ
ル
フ
社
長

は

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
４

階
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ム
で

「

月
例
会
」
を
開
い
た
。

会
員
企
業
、
会
員
企
業
の
紹

介
に
よ
る
初
参
加
者
ら
計
約

人
が
出
席
し
た
。

　
寺
島
実
郎
日
本
総
合
研
究

所
理
事
長

写
真

が
登
壇

し
、
「
世
界

構
造
転
換
と

日
本
の
進

路
」
と
題
し

て
講
演
し

た
。
会
場
に

配
布
し
た
最

新
の
デ
ー
タ

を
基
に
、
日

本
の
貧
困
化

や
米
国
の
対

中
東
戦
略
の

変
化
な
ど
自

身
の
時
代
認

識
を
披
露
。

質
疑
応
答
で
は
「
日
本
に
足

り
な
い
も
の
は
何
か
」
「
劣

化
し
た
若
者
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

が
飛
び
交
っ
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
初
参
加

者
８
人
が
あ
い
さ
つ
。
前
衆

議
院
議
員
の
中
林
美
恵
子
氏

は
「
女
性
経
営
者
の
皆
さ
ま

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え

た
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後

佐
川
会
長
ら
が
、
９
月
に
女

性
部
会
と
し
て
実
施
し
た
長

崎
視
察
旅
行
の
報
告
を
行
っ

た
。

コ
ス
ト
低
減
な
ど

技
術
開
発
報
告
会

宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
通
研
電
気
工
業

　
宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
副
会

長
会
社
の
通
研
電
気
工
業

仙
台
市
泉
区
、
小
林
邦
英

社
長
、
０
２
２
・
３
７
７
・

２
８
０
０

は

月
８
日

に
、
２
０
１
２

年
度
の
技
術
開

発
報
告
会
を
開

い
た
写
真
。

小
林
社
長
は

「
電
気
事
業
を

取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
厳
し

い
が
、
今
後
と

も
設
計
、製
造
、

保
守
サ
ー
ビ
ス

ま
で
一
貫
し
て

行
う
当
社
の
強

み
を
さ
ら
に
伸

ば
す
研
究
開
発

に
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
コ
ス
ト
低
減
や
業
務
改

善
、
新
製
品
や
新
技
術
の
開

発
な
ど
の
七
つ
の
テ
ー
マ
を

報
告
し
た
。
同
社
の
研
究
開

発
部
門
、
東
北
電
力
な
ど
グ

ル
ー
プ
企
業
の
関
係
者
約
１

４
０
人
が
参
加
し
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

工
作
機
械
製
造
の

唐
津
鉄
工
所
見
学

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
産

業
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
部
会

田

中
太
一
朗

タ
ナ
カ
カ
メ
会

長

は

月

、

の
両

日
、
産
業
視
察
で
佐
賀
県
を

訪
れ
た
。
国
内
で
初
め
て
工

作
機
械
を
製
造
し
た
唐
津
鉄

工
所

佐
賀
県
唐
津
市

の

見
学
会

写
真

が
実
現
し

た
。

　
当
日
は
同
鉄
工
所
の
３
代

目
社
長
で
あ
る
竹
尾
啓
助
社

長
が
会
社
概
要
を
説
明
。
続

い
て
超
大
型
旋
盤
や
ロ
ー
ル

研
削
盤
、
歯
切
り
盤
、
最
新

の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ウ
オ
ー
ム

盤
な
ど
の
生

産
現
場
を
視

察
し
た
。

　
同
社
は
１

９
０
９
年
に

創
業
。
戦
艦

大
和
・
武
蔵

の
砲
身
の
孔

を
削
っ
た
、

中
ぐ
り
盤
も

同
社
が
開
発

し
た
。
創
業

以
来
の
理
念

で
あ
る

用

う
る
に
利
有

る
を
つ
く

り
、
売
る
に
利
有
る
も
の
を

追
わ
ず

の
精
神
を
現
在
も

受
け
継
い
で
い
る
。竹
尾
社

長
は

買
っ
て
い
た
だ
き
、

使
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
く
機

械
づ
く
り
」
の
精
神
を
全
社

員
が
目
指
す
べ
き
理
想
に
掲

げ
る
な
ど
、
言
葉
の
端
々
に

技
術
者
と
し
て
誇
り
の
高
さ

を
の
ぞ
か
せ
た
。

　
そ
の
後
、
二
手
に
分
か

れ
、
観
光
組
は
焼
き
物
の
町

と
し
て
有
名
な
唐
津
市
の
中

里
太
郎
右
衛
門
窯
や
柿
右
衛

門
窯
を
訪
問
。
ゴ
ル
フ
組
の

グ
ル
ー
プ
は
佐
賀
ロ
イ
ヤ
ル

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー

し
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
末
吉
晃
一
郎
社
長
が
優
勝

し
た
。

阿
波
ス
ピ
ン
ド
ル

な
ど
工
場
見
学
会

四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

西

山
彰
一
会
長

宇
治
電
化
学

工
業
社
長

は

月

、

の
両
日
、
徳
島
県
内
で
工
場

見
学
会
と
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

き
、
会
員
ら

人
が
参
加
し

た
。
質
の
良
い
糸
を
作
る
の

に
必
要
不
可
欠
な
部
品
で
あ

る
ス
ピ
ン
ド
ル
製
造
の
阿
波

ス
ピ
ン
ド
ル

吉
野
川
市

で
は
、
製
品
や
人
材
育
成
に

つ
い
て
木
村
雅
彦
社
長
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
切
削
加
工
現
場
を
目
の
当

た
り
に
し
、
参
加
者
は
熱
心

に
質
問

写
真

。
社
長
の

熱
心
な
人
材
育
成
方
法
に
感

銘
を
受
け
て
い
た
。

　
西
精
工
土
成
工
場

阿
波

市

で
は
、
ナ
ッ
ト
な
ど
の

製
造
工
程
を
感

心
し
な
が
ら
見

学
。
そ
の
後
、

徳
島
市
内
の
同

社
本
社
に
移
動

し
、
西
泰
宏
社

長
か
ら
経
営
理

念
や
人
材
教
育

に
つ
い
て
の
講

演
で
は
、
社
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
社
員
を

大
事
に
育
て
る

経
営
に
一
行
は

感
嘆
し
な
が
ら

聞
き
入
っ
た
。

　
そ
の
後
、
徳
島
市
内
の
日

本
料
理
店
「
や
ま
も
も
」
で

懇
親
会
を
開
き
、
訪
問
先
の

木
村
社
長
と
西
社
長
も
加
わ

り
親
交
を
深
め
た
。

　

日
は
阿
波
市
の
Ｊ．

ク

ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

コ
ン
ペ
を
開
い
た
。
前
日
の

雨
か
ら
心
配
さ
れ
た
天
候
も

ス
タ
ー
ト
前
に
は
上
が
っ

た
。
向
阪
敬
日
東
河
川
工
業

高
松
市

社
長
が
ネ
ッ
ト

・
２

グ
ロ
ス
１
０
１

で
優
勝
。
準
優
勝
は
畑
下
義

雄
Ｉ
Ｉ
Ｓ
協
同
組
合

広
島

市
西
区

代
表
理
事
。
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
は
グ
ロ
ス

で

松
本
陵
志
フ
ジ
ケ
ン
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

松
山
市

社

長
が
手
に
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
事
情

中
島
氏
が
講
演

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は

月

日
、
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
の
日
刊
工
業

新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
で
、

２
０
１
２
年
度
第
６
回
分
科

会
を
開
い
た
。
ア
ジ
ア
連
携

委
員
会

東
京
都
港
区

の

中
島
耕
一
郎
副
委
員
長
が
マ

レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
講
演
し

た

写
真

。

　
中
島
副
委
員
長
は
、
同
国

政
府
に
よ
る
国
民
車
優
遇
政

策
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
「
今
後
、
現
地
で
日

系
自
動
車
関
連
の
需
要
が
さ

ら
に
増
大
す
る
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
同
国
の
優
位
性

と
し
て
イ
ン
フ
ラ
、
地
理
、

対
日
感
情
な
ど
を
挙
げ
「
今

こ
そ
日
本
の
中

小
企
業
は
マ
レ

ー
シ
ア
を
目
指

す
べ
き
だ
」
と

強
調
し
た
。

　
終
了
後
の
懇

親
会
に
は
、
同

委
員
会
の
田
中

嘉
一
事
務
局
長

も
参
加
し
、
ア

ジ
ア
各
国
の
実

情
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
っ

た
。

　
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
石
田
　
晃
朗
氏
　
甲
賀

高
分
子
社
長

滋
賀
県
湖
南

市
石
部
北

１
の
４
の

、
０
７

４
８
・
７

７
・
２
４

５
６
、
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
製
造

販
売


